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平成２２年度 再評価委員会

路線名：一般県道 若宮鶴線
事業名：道路整備交付金事業

（着手より１０年経過のため再評価）



一般県道 若宮鶴線 位置図
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事故防止、歩行者の安全確保

線形改良及び歩道整備により

事業目的
歩道が無く

歩行者が危険線形が悪く
車両通行に支障１ ２



・ 事故の発生状況。過去13年間（H8～H20）で４５件。
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全体事業費：１２．８億円

工 期：平成１３年度～平成２３年度（予定）

全 体 延 長：Ｌ＝１０００ｍ

事 業 内 容：改良工 Ｌ＝１０００ｍ

用地買収 １２，６１０㎡

家屋補償 ２３戸

事業概要

事業の進捗状況
平成２１年度まで 平成２２年度 平成２３年度以降

事業費（億円） １１．２ １．４ ０．２

進捗率（％） ８７．５ ９８．４ １００．０

用地進捗率（％） ７０．３ １００．０ １００．０



一般県道 若宮鶴線 平面図
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一般県道 若宮鶴線 横断図

現 況 計 画
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事業を巡る社会経済情勢等の変化

• 交通量の増加

H9     6,059台／日（基準）

H11   8,134台／日（1.34）
H17   5,055台／日（0.83）

• 近くの吉野ヶ里歴史公園への入場者数が増加傾向
であり（Ｈ１７：４６８千人→H20：６４７千人）、交通量
の増加が予想される。



費用対効果の要因の変化

• 【便益】

走行時間短縮便益 ＝ ２０．７億円

走行経費縮小便益 ＝ －２．５億円

交通事故減少便益 ＝ －０．８億円

合計 １７．４億円

• 【費用】

事 業 費 ＝ １４．６億円

維 持 管 理 費 ＝ ０．４億円

合計 １５．０億円

費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝ １７．４／１５．０ ＝ １．２

• 事業採択時と比較して大きな要因の変化は見られない。



コスト縮減や代替案等の可能性

（コスト縮減）

• 再生資材の利用促進を図っている。

• 工事で発生する残土を盛土等に流用する。

• 橋梁について、現橋を補強して利用。

（代替案の検討）

• 特になし



対応方針（事業課案）

• 事業の必要性に変化が無い。

• 現在も、依然として交通の円滑化と交通安全
の確保が出来ていないことから、引き続き事
業を継続したい。


